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■ラマ水村応九一hページ健一作中日

●卓を劇つけた～！！

●4人日の或！

●お吉≠生白わめでもう！！

：霊禁慧霊了－土子、霊
＝んドちは。。、ゆとり＿通信福農長の♯侃＿戒です。　　　　れいす、心〃づ

易′、ハ・【′‾い・

暑くなりたり寒くなった一I計晶のをイこの大きな今日この⊂h一小がお過ごtLですか？

今や生；毛並需品kなりつつあるスマ九〇若い人は四六時中ピコピコすわのてます

ね○スマ爪はいつで毛七、＝で毛イシターえ、Yトkつながり溢専甘楕軸（最近は巾∨

蒜聖祭　亀的。抽ろこび煉るもて毛御地射射ます。スマ爪の

前はJPvコシでしたね○昔、〆一lレするも手はJPvコシlこ電王台線色っ甘ぎrピーじ

き【コヒ；手口ヒ手口市■か～～J七日もせてから≠一lレもした毛のです〇号ういえばrユ

一〝、Vト≠一lレJなんて噛毛ありました○トhJlシノアス、ゾウⅦライヤシが虻てIt

ました租で、・ソイこな1－だのようl三思います叶七、、ヱ∂卑前　日…i卑）の噛廿

のですよ！じlゆえり一川まらで毛九一山々一半一息作り出したのはヱ00ぢ卑鴫から

七て毛大切な鼻息の≠七つ

です。号して堅む′鯉匝l＝至っております。

今七甘。てlまれ一山べ一半・のページ・苓蜘Jヲ∂べ一半・写真鴇軒数釣手弓不払巨大

甘爪一山べ一ジーも廿日ました○比l如此海直、南は無茶から碩埋り7オー山をいただ

くようドなりました○今夏で七、ん甘戒理をして、七、ん甘Ilつオー山もすすていただ

いたのか、伺鳥考えてるの小、＝の婁1，工り＿動言だ〃て今まで諸詣ぬ象ら

れるんですよ！

今までの眞一山々一半，はれ一山尺一ジービIレザーもIlうV7トを種々て作っていろ

たれ、 スマ九l三は句点、できて1－甘Ilので直し甘すいもサー刑レナんド盲もれるよう

lこな〃たのです○～目早亡亀から働－巧打一より毛スマ爪の普段幸が高まったからでし
し／一＼ノー一一一一〈



●スマ水村砲丸一山一辞せ一作中日

よう○今で毛まあ患っぼ、t′守一ジーですがちゃん七見られるのですが、ザロの九一山々一別職人

すんl三お顔目して作りて1－ただいております○ちより七だ叶公開します√ヂ警聖ご、
マート爪シ用のべ一半■は直面が小すいためげvコシの虐l面の三分の一の幅ドな

るようド甘甘1－がん弓うです○ます、全部のべ一半●も新たlニー作り旦し号丸もス

マ爪で毛象られるよう．三伯銅如ろよう．こする。レスれ”イこもいう号ですl禁でて、

りシつも早占日、大量の虐′嬢を配置していきます○毛う、かれこれヱ年が小目です。あ目早く

らいかかるのだろう両

rゞ■ユ工り一のお逓〟を織たす
ろJ 七、・うのが私たちのイ士手の目的です。お困りの虻㌧工り

一の加工前、加工場の写真が甘ん七日ト弓ぢ十枚日ド上・はす。写責も條管しだしたのlまJ

∂卑lま七、前からで、七、ん甘イ士手をす廿て、・ただ、－た小の如録はヱβJ冨ヰ4日三百日視点ヱ0

7Jワ仲之∂04年ぢRJ4日からの女録をほぼ増しております。写貴を増す理由は闇蓬、一五
、　　　　　　　　　　　　、

紘ぎた、lたわで毛か1ます○お脅すまのお寺如＼り毛のは大切な毛のです。人丸管もりたりした
二＝＝＝＝ゝ

ら七て毛腎ら九ますし、rがんちがlりすれる＝℃毛かはす。

加工するもきlこはまず他店的l＝三毛九を亮kLます○加工時の無で皮脂汚れが魚げろからです。

凍りて点く七印象がずいぶんをもろ二七㌦かはす。 千九だけ汚れてIlろ二七があるのですが

r楓†た毛の七遭うJkまわれる二七毛まれ三あるんです。号ん廿もさは加工前の写真七加工

砲の写真も舟嬉しします○写貴頼っておま千川すんl三敢えてくだす、tってい、－ます。雫んせこ

もはかIません叶九七、〇痘〔亀の最青はkHlますも司馬遼方かr山幸J山冊草hr小説方平手戦

争Jです08咄大正昭和の激動の例年の本も註〟温故知新k解きた、化ころです。痛論は司

馬遼方かr鞠劇勅ロくJ山冊幕h r与邑秀吉Jイヂ藤で恭r常緑をも

ろJo馳しい赤ドなるもなかなか、也〟ません。最砲まで蔑んでい

ただきましてありが七うゴlざIlます。

●卓も劇中†た～日　　　　盈禦空車・一千8一，‘’ハートY；；　　　　　　象

＝んドtHま○＼ト〟fHちゃんです。卓、ぶつけてしま無毒
何で毛甘い軸晩の卓の出し入九〇頂■九てしまりて　計蛸縫んでいた

のでしょうね〇五だ蝕口走ではなl化思うんですけ七、（積畳は4年

ユ



●卓をぶつけた～！ど

鴫の免許誌更新の瞭）○　白色の㌦レー彰一の入り口の七ころl三電イ訣圭があって、毎軸、fl三おし

〃二を小†らち九ていたのを跨ぐたれ、官職の針目三小す、l植木鉢を勘lているのです。その

日l二眼〃ていつ毛より大きい植木釦がおいてかlました○軸　出かけるときl三白も卓を出しや

すいようl三／ぐ、Vつではいります〇号の瞥nl・つ毛より／ぐ、V′丁で入るスピードが早かつたの小、卓

のバンJP一℃電イ三権の軌こ植木飯を棟〟巻き込んでしまいました。lしまのた！やりてし毛う

たJ　卓から降りて手工、Vりすろ七九がず、tぶんがかつたの小、ザラス手、Vつの植木卸の鼠、一部

分が／ヤシJP－l三見く＝朝日Iついてしま、はした〇　号の上5～khの白、一癖り塙の娘が川本く

らいつ、・て、・ました○夜だったので鳴くてよくわい拍㍉たのが、軸ドなってからよく象るk

包んではいなかったんですが、ちよっも相略馬車あたり塙でした。

†碩動ヾ　息うっくやろ甘。J

一成l三吉うて、ちいりい々シ牛塗って毛ら、ほしたが、当た一鳩は邑丸見えで鴨九甘小ったで

すo rインター泉、yトのヤオ77で中古／ぐシJP一貫うて伸十菅とたるも！J　のでたくトヨ

タボlレ子の／ぐシJP一兵札〇八七金…〃円、遭科～…円。＝九でちゃんも／ぐシJP一美積できたら

宙上肘lやせあ〇五℃毛ド自動車のイ毎里足すんl三組んだら、5，8万円か小目そうです。

届いたバンJe一卓ド頑〟込〟ました○甘ん七日片手で毛てるんですよ。J蝕†。こんなl二転、圧

は頑lっくりですね○すうステイ、V′丁で忠果てるんですね○ケ々あたったり療ったりして毛、也

〟毛せず、塙毛っさドくIlのは号ん甘理由甘んですね。

卓の本体k／ぐシJP－1まメインの泉ジーヱ本で止まってろんです。鳴る本の差込金具があるので

す○一成が象l二幸〃で掃って　自前の工具で財l伸十てく九ました。・服は婁lユ工り一の加工

しているんですが卓HCIll毛木ゆきで　冬用タイヤの左積したり、工シジ・

シオイIレ、オイル／7イlレヤ

ーがえたり、卓の碩ろも見

るテレビも取り付けたり

して費しんでます。今回毛

白も卓のバシJe一取替え

で助けて毛らいました○

／才て班はヰ仇甘つれ乞

3



●4人日の或！

去年のIIRの東ド鴫のあや〟l三男の与がうま九ました。ネかれての書の魂です。碩毛ヲ人目の与

接の出産なので大パーチラシ！？甘んですがヲ人目毛帝王切開で出産したので、塙が癒えるまで

のl週間ほ七、人醸していない七川十廿か〃たのです。その間I乱ふ歳の破婚二人も象で7如＼

る＝kl三なりたのです○和の臼草生滝もしては、イ士手で店l三七ているののでなんらをイuまなく、

軸出かけろ前l三珠たちセナし痴州る暗闇があるので咤しかったのですが、琉たちのせ三組する

象内のほうは犬舎だ〃た〟た、－です。二つ虚、lのせ和束ですので、小七つの毛のを肘Iあったり、

張り合った日、お互い哉もだしてよく連呼もしていた〟た、げす。自分の言い分が通らない七、

¶いつ＝く沈子続けてIlたりしていた〟たいです○

l痘闇二人の線の面倒亀〟ていた象内は疲れ果ててしまい腕が痛ハ肩が痛ハ濾九てしん七、

l化去って手叫ドあたる場末です〇号丸亀なだれるのが和の鳩目　イ士末甘lげすね。

そんな囲粗で、東の魂の臨（小甘た】か蜘l二すくすく育ってきて　首毛鴫もるようドなり相

手してやる℃織貰んだ日の堅守をするようl三ケ日ました○与戒の成長。て速い毛んですね。

このI Rの噂の　東の疎の鴨（≠なた）のお食いね朋をする七いうので、鴫の象l三およばれ

ド解きました○息子一成の象犠毛一縄です○琉〟サき、軸、卵、臨　ふくのて久し締りド象棒

全都揃い薯しい≠七時も過ごIすせていただきました。

日並〟ですけ七、、平凡で亨廿だkllう二七を宇野しました。

ヽ‾、与抽
頻巾の増す

グ′柑1マえい．、
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●あんな誌こんな嘉マ、V干支一寸＝
お卓痛の声も蛸小甘下す1－○U、ゆとり一迫イ言も最んでの欝守や如l欄するゴ・雪駄＝

うしたちびゆえ川一川まらは毛っ七よくなるよ、こんな＝もがれて嶋しかった＝七万＼

すすり曾二℃が咤LIlのです！

同封の温イ吉岡轟科目か手でど甘た嘘l三毛お気軌三おイ糾いただ叶るようl三工手しまし

た○切手はl川ません。

へン持って書いてポスト旺入れるだけ
で～す○よろしくおねがIlL王～す！

毛ちろん今までどうりFA打電E〆一lレ、電嘉毛犬養地です。

24時蘭責付FAX O6－672l－2588

24嘲費付メイLtoiawase＠j－ihara．jp

ホームへTクwww．j－ihara．jp

フェイスつサケwW・facobMk．tOm／j●W●lryihara／

●恵方のHl柵大貴隻！！　じすえ。芸㌫

Inいいね！

lhF閃I・ngLuckyl

密右l＝まっもる川柳を暮雲して才川ます。　　　　一ウェブ全働、ら栖　本本のページ電機乗

お卓戒の声日か手l王事、tて毛別け毛、E〆一lレで毛Okで～す。

Clゆとり一連イ言ド瑞軒すせて、－ただきま～寸。

今日はお年玉ザレゼシト企直で一寸♪

●お誕生日をおからせくだす～＝！
時々rお富痛の声ハか辛の下l三お吉組的書く欄がある叶℃l射三かあるの7Jkお印It合

わせもいただきます。そうです！手前lこね知らせ、lただきます七、1、1二七があるんです

ヨ！です小らお誕生日をゴ憧鰯、－ただいて甘、り；がおら九よしたらせヒ㌧ゆとり一川まら

までおからせくだすIlo

●＝ちらじゅ　ノト通イ言編集春日
U、ゆとり一迫イ言祐筆蔀の面々で～す。

トキオちゃんです。＝の春lま和篭の吏イヒ蛸敦しくイ棚管理が大か・すね‥．かがみ過ごtL

でしょう小7

書生ちゃん
（井原書生）
LL座0型

近頃、ビールを飲むとおなか
か冷えて市子が悪くなるんで
す。ご飯前に日本酒久保日生
醸造を5勺（約1000C）ゆ
っくり飲んで後は焼酎のお濡
割りでおなかの臍子は良好で
す。


